
 

40歳未満

計） 

集落営農組織

＜施策の

○ 就農相談会

� 木曽地域就農促進プロジェクト推進協議会等
業を志す者が就農しやすい体制を整備

� 定年退職者等を対象に「農業
新規に

○ 新規就農里親制度等

� 里親研修生
るとともに、

○ 人・
� 地域ごとに今後の農業のあり方について

実践を支援するとともに、集落での話し合い
要な

○ 経営管理指導

� そばの生産体制を強化するため、木曽町
組織を立ち上げるとともに、木祖村では既存の組織を全村対象に再
編成し法人化の検討を進めました。

○ 生産基盤
� 県営中山間総合整備事業

盤整備

＜今後の

� 研修生や就農５年未満
象３

� 企業訪問を行い定年退職者等（予定者を含む）を対象に「農業入門講座」
22日開講）、担い手を育成

� 農業入門講座修了生
� 農地の受皿として受託組織の強化や法人化を支援
� 人・農地プランに基づき、農地中間管理事業を活用して農地の集積を進め

御嶽はくさい

木曽子牛出荷頭数

＜施策の

○ 農作業

� はくさい農家５

重点戦略１：

重点戦略２

（６）

目標指標

歳未満の新規就農者数

（）内は単年度新規就農者数

集落営農組織数（受託組織含

の取組状況＞

就農相談会や就農準備

木曽地域就農促進プロジェクト推進協議会等
業を志す者が就農しやすい体制を整備
定年退職者等を対象に「農業
新規に野菜等の栽培を始め

新規就農里親制度等

里親研修生や新規就農５年未満の者
るとともに、就農計画の実現に向けた技術や経営のフォローアップ
・農地プラン作成
地域ごとに今後の農業のあり方について
実践を支援するとともに、集落での話し合い
要な見直しが行われ

経営管理指導(法人化等

そばの生産体制を強化するため、木曽町
組織を立ち上げるとともに、木祖村では既存の組織を全村対象に再
編成し法人化の検討を進めました。

生産基盤の整備・
県営中山間総合整備事業
盤整備に着手しました

の展開方向＞

研修生や就農５年未満
象３人（法人就農者、研修生を含む））
企業訪問を行い定年退職者等（予定者を含む）を対象に「農業入門講座」
日開講）、担い手を育成

農業入門講座修了生
農地の受皿として受託組織の強化や法人化を支援
人・農地プランに基づき、農地中間管理事業を活用して農地の集積を進め

目標指標

はくさい出荷量

木曽子牛出荷頭数 

の取組状況＞

農作業サポート体制

はくさい農家５

重点戦略１：農業・農村を支える多様な担い手の育成

重点戦略２：木曽農業ブランドの「御嶽はくさい」、「木曽子牛」の生産振興

）木曽地域 

目標指標 

新規就農者数（直近

単年度新規就農者数

受託組織含む

＞ 

就農準備セミナー

木曽地域就農促進プロジェクト推進協議会等
業を志す者が就農しやすい体制を整備
定年退職者等を対象に「農業

野菜等の栽培を始めることにしています

新規就農里親制度等の支援制度

や新規就農５年未満の者
就農計画の実現に向けた技術や経営のフォローアップ
作成による集落営農組織

地域ごとに今後の農業のあり方について
実践を支援するとともに、集落での話し合い

見直しが行われました。

法人化等)による

そばの生産体制を強化するため、木曽町
組織を立ち上げるとともに、木祖村では既存の組織を全村対象に再
編成し法人化の検討を進めました。

・更新  
県営中山間総合整備事業により、

に着手しました。 

＞ 

研修生や就農５年未満の者を対象に定期的に指導を行い、技術や経営のフォローアップを行
人（法人就農者、研修生を含む））

企業訪問を行い定年退職者等（予定者を含む）を対象に「農業入門講座」
日開講）、担い手を育成します

農業入門講座修了生のほ場巡回や情報交換を行い技術や販売のフォローアップを行います。（対象
農地の受皿として受託組織の強化や法人化を支援
人・農地プランに基づき、農地中間管理事業を活用して農地の集積を進め

目標指標 

出荷量 

 

＞ 

体制の仕組みづくりと

はくさい農家５戸について、経営状況の把握と分析を

農業・農村を支える多様な担い手の育成

木曽農業ブランドの「御嶽はくさい」、「木曽子牛」の生産振興

～地域で支え合い、育む木曽ブランド

直近５年間の累

単年度新規就農者数 

む） 

セミナー等の開催による

木曽地域就農促進プロジェクト推進協議会等
業を志す者が就農しやすい体制を整備し、
定年退職者等を対象に「農業入門講座」（基礎・実践）

ることにしています

支援制度を活用した

や新規就農５年未満の者６名を対象に
就農計画の実現に向けた技術や経営のフォローアップ

集落営農組織の
地域ごとに今後の農業のあり方についてまとめた
実践を支援するとともに、集落での話し合い

。 

による経営感覚に

そばの生産体制を強化するため、木曽町の
組織を立ち上げるとともに、木祖村では既存の組織を全村対象に再
編成し法人化の検討を進めました。 

により、上松町の

の者を対象に定期的に指導を行い、技術や経営のフォローアップを行
人（法人就農者、研修生を含む）） 

企業訪問を行い定年退職者等（予定者を含む）を対象に「農業入門講座」
します。 

のほ場巡回や情報交換を行い技術や販売のフォローアップを行います。（対象
農地の受皿として受託組織の強化や法人化を支援
人・農地プランに基づき、農地中間管理事業を活用して農地の集積を進め

みづくりと経営

戸について、経営状況の把握と分析を

農業・農村を支える多様な担い手の育成

木曽農業ブランドの「御嶽はくさい」、「木曽子牛」の生産振興

地域で支え合い、育む木曽ブランド

H22 

基準年 

６人 

７組織

による新規就農者

木曽地域就農促進プロジェクト推進協議会等により、関係機関・団体で新規就農に係る情報を共有し
、新規就農２名、法人就農
（基礎・実践）

ることにしています。 

した地域ぐるみによる

名を対象に定期的な巡回指導等を行い、基礎的な知識の習得を進め
就農計画の実現に向けた技術や経営のフォローアップ

の育成 
まとめた人・農地プラン

実践を支援するとともに、集落での話し合いに基づき３

に優れた経営体

の２組織で新たに集落営農
組織を立ち上げるとともに、木祖村では既存の組織を全村対象に再

上松町のほ場整備等の農業生産基

の者を対象に定期的に指導を行い、技術や経営のフォローアップを行

企業訪問を行い定年退職者等（予定者を含む）を対象に「農業入門講座」

のほ場巡回や情報交換を行い技術や販売のフォローアップを行います。（対象
農地の受皿として受託組織の強化や法人化を支援します
人・農地プランに基づき、農地中間管理事業を活用して農地の集積を進め

H22 

基準年 

44.5万c/s 

822頭 

経営の改善 

戸について、経営状況の把握と分析を行い、経営改善を支援

農業・農村を支える多様な担い手の育成

木曽農業ブランドの「御嶽はくさい」、「木曽子牛」の生産振興

地域で支え合い、育む木曽ブランド

計画 

６人（２

組織 ８組織

新規就農者の確保 

、関係機関・団体で新規就農に係る情報を共有し
名、法人就農１

（基礎・実践）を開催し28名が受講

ぐるみによる担い手

定期的な巡回指導等を行い、基礎的な知識の習得を進め
就農計画の実現に向けた技術や経営のフォローアップを行

人・農地プランの
３プランで必

経営体の育成 

２組織で新たに集落営農
組織を立ち上げるとともに、木祖村では既存の組織を全村対象に再

ほ場整備等の農業生産基

の者を対象に定期的に指導を行い、技術や経営のフォローアップを行

企業訪問を行い定年退職者等（予定者を含む）を対象に「農業入門講座」

のほ場巡回や情報交換を行い技術や販売のフォローアップを行います。（対象
します。（対象５団体）

人・農地プランに基づき、農地中間管理事業を活用して農地の集積を進め

計画 

45万c/s

 700頭

行い、経営改善を支援

農業・農村を支える多様な担い手の育成 

木曽農業ブランドの「御嶽はくさい」、「木曽子牛」の生産振興

地域で支え合い、育む木曽ブランド～ 

H26 

 実績

２） ７人（３

組織 10

、関係機関・団体で新規就農に係る情報を共有し
１名を確保しました。
名が受講され、

手の育成 

定期的な巡回指導等を行い、基礎的な知識の習得を進め
を行いました。

の者を対象に定期的に指導を行い、技術や経営のフォローアップを行

企業訪問を行い定年退職者等（予定者を含む）を対象に「農業入門講座」（基礎・実践）

のほ場巡回や情報交換を行い技術や販売のフォローアップを行います。（対象
団体） 

人・農地プランに基づき、農地中間管理事業を活用して農地の集積を進めます。 

H26 

 実績

c/s 41万

頭 61

行い、経営改善を支援しました

木曽農業ブランドの「御嶽はくさい」、「木曽子牛」の生産振興

【農業入門講座

目標年実績 

３） 10人

10組織 

、関係機関・団体で新規就農に係る情報を共有し
しました。 
、このうち11名が

定期的な巡回指導等を行い、基礎的な知識の習得を進め
。 

の者を対象に定期的に指導を行い、技術や経営のフォローアップを行います

（基礎・実践）を開催し（４月

のほ場巡回や情報交換を行い技術や販売のフォローアップを行います。（対象

 

目標年実績 

万c/s 45

11頭 800

しました。 

木曽農業ブランドの「御嶽はくさい」、「木曽子牛」の生産振興 

農業入門講座】

H29 

目標年 

人（２） 

10組織 

、関係機関・団体で新規就農に係る情報を共有して農

名が修了し

定期的な巡回指導等を行い、基礎的な知識の習得を進め

ます。（対

を開催し（４月

のほ場巡回や情報交換を行い技術や販売のフォローアップを行います。（対象14名） 

H29 

目標年 

45万c/s 

800頭 

】 
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� 漬物業者と連携し
繋げました

○ 生産基盤

� 県営中山間総合整備事業により、上松町のほ場整備等の農業生産

基盤整備に着手しました。

○ 需要

� 夏はくさい（７月期）の適正生産量へ向けた計画生産へ誘導
ともに、はくさい代替品目としてチンゲンサイ、ジュース用トマト
の試作を進め

� はくさいの品質向上と適正生産のため、
巡回を行いました

○ ＧＡＰ

� はくさい集出荷施設のＧＡＰ手法の定着を図るため、監査体制の構築を
� はくさい生産者へのＧＡＰ手法の導入を進めるための、

た。
○ 和牛繁殖

� 和牛繁殖センター
� 木曽優良子牛生産パワーアップ協議会と連携し

た。

＜今後の

� はくさいの品質向上と需要に見合った適正生産を推進するとともに、経営を継続できる体制を検討
� はくさい代替品目として、ｽｲｰﾄｺｰﾝ、
� 安全・安心な

みを確立
� 和牛繁殖

確保を図
� 御嶽山噴火に伴う降灰の影響を土壌分析等により把握し、高品質はくさい生産を進めます。
� 専用品種を活用したイネＷＣＳを推進し飼料費の低減を図ります。
� 県営中山間総合整備事業により

販売額

米の1

＜施策の

○ 経営

� 導入を検討している園芸品目について、
性の検討を行

○ 園芸作物生産

� 現地検討会を
� 施設整備への支援や販売先の開拓により、トルコギキョウ、トマト

の栽培者が増え販売額が増加

○ 米穀乾燥調製施設再編整備等

� 斑点米発生要因となる
組みました

＜今後の

� 園芸作物

重点戦略３

漬物業者と連携し
繋げました。 

生産基盤の整備・

県営中山間総合整備事業により、上松町のほ場整備等の農業生産

基盤整備に着手しました。

需要に応じた計画生産

夏はくさい（７月期）の適正生産量へ向けた計画生産へ誘導
ともに、はくさい代替品目としてチンゲンサイ、ジュース用トマト
の試作を進めまし
はくさいの品質向上と適正生産のため、
巡回を行いました

ＧＡＰ導入等による

はくさい集出荷施設のＧＡＰ手法の定着を図るため、監査体制の構築を
はくさい生産者へのＧＡＰ手法の導入を進めるための、
た。 

和牛繁殖センター
和牛繁殖センター
木曽優良子牛生産パワーアップ協議会と連携し
た。 

の展開方向＞

はくさいの品質向上と需要に見合った適正生産を推進するとともに、経営を継続できる体制を検討
はくさい代替品目として、ｽｲｰﾄｺｰﾝ、
安全・安心な「御嶽はくさい
みを確立します
和牛繁殖センター
確保を図ります
御嶽山噴火に伴う降灰の影響を土壌分析等により把握し、高品質はくさい生産を進めます。
専用品種を活用したイネＷＣＳを推進し飼料費の低減を図ります。
県営中山間総合整備事業により

目標指標

販売額１千万円以上

1等米比率 

の取組状況＞

経営モデル及び消費者

導入を検討している園芸品目について、
性の検討を行いまし

園芸作物生産プロジェクトによる

現地検討会を開催
施設整備への支援や販売先の開拓により、トルコギキョウ、トマト
の栽培者が増え販売額が増加

米穀乾燥調製施設再編整備等

斑点米発生要因となる
組みました。 

の展開方向＞

園芸作物生産プロジェクトにより

重点戦略３：木曽オリジナルブランドの確立

漬物業者と連携して木曽菜の夏
 

・更新 

県営中山間総合整備事業により、上松町のほ場整備等の農業生産

基盤整備に着手しました。 

計画生産と販路

夏はくさい（７月期）の適正生産量へ向けた計画生産へ誘導
ともに、はくさい代替品目としてチンゲンサイ、ジュース用トマト

ました。 
はくさいの品質向上と適正生産のため、
巡回を行いました。 

による安全・安心生産

はくさい集出荷施設のＧＡＰ手法の定着を図るため、監査体制の構築を
はくさい生産者へのＧＡＰ手法の導入を進めるための、

センター等を活用した
和牛繁殖センターから２０頭の子牛を供給し
木曽優良子牛生産パワーアップ協議会と連携し

＞ 

はくさいの品質向上と需要に見合った適正生産を推進するとともに、経営を継続できる体制を検討
はくさい代替品目として、ｽｲｰﾄｺｰﾝ、

御嶽はくさい
します。 

ターの利用促進
ります。 

御嶽山噴火に伴う降灰の影響を土壌分析等により把握し、高品質はくさい生産を進めます。
専用品種を活用したイネＷＣＳを推進し飼料費の低減を図ります。
県営中山間総合整備事業により

目標指標 

千万円以上の園芸品目

＞ 

消費者ニーズに

導入を検討している園芸品目について、
いました。（チンゲンサイ、ジュース用トマト）

プロジェクトによる

開催し、園芸作物の早期導入･定着を推進
施設整備への支援や販売先の開拓により、トルコギキョウ、トマト
の栽培者が増え販売額が増加

米穀乾燥調製施設再編整備等

斑点米発生要因となるカメムシ類の実態調査や農薬試験実証ほを設置し、効果的な防除方法の
 

＞ 

プロジェクトにより

木曽オリジナルブランドの確立

て木曽菜の夏収穫を拡大し、浅漬けの

県営中山間総合整備事業により、上松町のほ場整備等の農業生産

 

販路の開拓 

夏はくさい（７月期）の適正生産量へ向けた計画生産へ誘導
ともに、はくさい代替品目としてチンゲンサイ、ジュース用トマト

はくさいの品質向上と適正生産のため、フェロモントラップ等の設置による害虫発生消長の把握及び圃場

安心生産の推進

はくさい集出荷施設のＧＡＰ手法の定着を図るため、監査体制の構築を
はくさい生産者へのＧＡＰ手法の導入を進めるための、

した高齢農家等
頭の子牛を供給し

木曽優良子牛生産パワーアップ協議会と連携し

はくさいの品質向上と需要に見合った適正生産を推進するとともに、経営を継続できる体制を検討
はくさい代替品目として、ｽｲｰﾄｺｰﾝ、ｻﾔｲﾝｹﾞﾝを主体に推進し、さらに有望な品目の検討を進め

御嶽はくさい」の生産とブランド強化のため、集出荷施設及び生産者の

の利用促進及びＥＴ子牛の供給により高齢農家や新規飼育者を支援し

御嶽山噴火に伴う降灰の影響を土壌分析等により把握し、高品質はくさい生産を進めます。
専用品種を活用したイネＷＣＳを推進し飼料費の低減を図ります。
県営中山間総合整備事業により、木祖村の

園芸品目 

ニーズに基づく推進品目

導入を検討している園芸品目について、モデルほ場を設置して収益
た。（チンゲンサイ、ジュース用トマト）

プロジェクトによる栽培技術向上支援

、園芸作物の早期導入･定着を推進
施設整備への支援や販売先の開拓により、トルコギキョウ、トマト
の栽培者が増え販売額が増加しました。 

米穀乾燥調製施設再編整備等による品質向上支援

カメムシ類の実態調査や農薬試験実証ほを設置し、効果的な防除方法の

プロジェクトにより、収益性の高い

木曽オリジナルブランドの確立

を拡大し、浅漬けの

県営中山間総合整備事業により、上松町のほ場整備等の農業生産

夏はくさい（７月期）の適正生産量へ向けた計画生産へ誘導
ともに、はくさい代替品目としてチンゲンサイ、ジュース用トマト

フェロモントラップ等の設置による害虫発生消長の把握及び圃場

推進 

はくさい集出荷施設のＧＡＰ手法の定着を図るため、監査体制の構築を
はくさい生産者へのＧＡＰ手法の導入を進めるための、

高齢農家等の生産支援
頭の子牛を供給し高齢農家の経営

木曽優良子牛生産パワーアップ協議会と連携し、繁殖講習会の開催

はくさいの品質向上と需要に見合った適正生産を推進するとともに、経営を継続できる体制を検討
ｲﾝｹﾞﾝを主体に推進し、さらに有望な品目の検討を進め

の生産とブランド強化のため、集出荷施設及び生産者の

子牛の供給により高齢農家や新規飼育者を支援し

御嶽山噴火に伴う降灰の影響を土壌分析等により把握し、高品質はくさい生産を進めます。
専用品種を活用したイネＷＣＳを推進し飼料費の低減を図ります。

、木祖村の堆肥舎を整備します。

H22 

基準年 

  ７品目

76％ 

推進品目の検討

モデルほ場を設置して収益
た。（チンゲンサイ、ジュース用トマト）

栽培技術向上支援 

、園芸作物の早期導入･定着を推進
施設整備への支援や販売先の開拓により、トルコギキョウ、トマト

 

品質向上支援 

カメムシ類の実態調査や農薬試験実証ほを設置し、効果的な防除方法の

、収益性の高い新品目導入の検討を進め

木曽オリジナルブランドの確立 

を拡大し、浅漬けの本格販売へ

県営中山間総合整備事業により、上松町のほ場整備等の農業生産

夏はくさい（７月期）の適正生産量へ向けた計画生産へ誘導すると
ともに、はくさい代替品目としてチンゲンサイ、ジュース用トマト

フェロモントラップ等の設置による害虫発生消長の把握及び圃場

はくさい集出荷施設のＧＡＰ手法の定着を図るため、監査体制の構築を
はくさい生産者へのＧＡＰ手法の導入を進めるための、ＪＡと連携し農家の

生産支援 
の経営を支援しました。

繁殖講習会の開催等

はくさいの品質向上と需要に見合った適正生産を推進するとともに、経営を継続できる体制を検討
ｲﾝｹﾞﾝを主体に推進し、さらに有望な品目の検討を進め

の生産とブランド強化のため、集出荷施設及び生産者の

子牛の供給により高齢農家や新規飼育者を支援し

御嶽山噴火に伴う降灰の影響を土壌分析等により把握し、高品質はくさい生産を進めます。
専用品種を活用したイネＷＣＳを推進し飼料費の低減を図ります。 

堆肥舎を整備します。 

 計画 

品目 ７品目

 80％

検討 

モデルほ場を設置して収益
た。（チンゲンサイ、ジュース用トマト） 

、園芸作物の早期導入･定着を推進しました。 
施設整備への支援や販売先の開拓により、トルコギキョウ、トマト

カメムシ類の実態調査や農薬試験実証ほを設置し、効果的な防除方法の

新品目導入の検討を進め

フェロモントラップ等の設置による害虫発生消長の把握及び圃場

はくさい集出荷施設のＧＡＰ手法の定着を図るため、監査体制の構築を検討しました
ＪＡと連携し農家の現地点検を

しました。 
等により生産者の技術向上

はくさいの品質向上と需要に見合った適正生産を推進するとともに、経営を継続できる体制を検討
ｲﾝｹﾞﾝを主体に推進し、さらに有望な品目の検討を進め

の生産とブランド強化のため、集出荷施設及び生産者の

子牛の供給により高齢農家や新規飼育者を支援し

御嶽山噴火に伴う降灰の影響を土壌分析等により把握し、高品質はくさい生産を進めます。
 

H26 

 実績

品目 ７

％ 65

 

カメムシ類の実態調査や農薬試験実証ほを設置し、効果的な防除方法の

新品目導入の検討を進めます。 

【御嶽山噴火に伴う降灰洗浄

【開田高原における現地検討会

フェロモントラップ等の設置による害虫発生消長の把握及び圃場

しました。 
現地点検を２カ所で

生産者の技術向上を図

はくさいの品質向上と需要に見合った適正生産を推進するとともに、経営を継続できる体制を検討
ｲﾝｹﾞﾝを主体に推進し、さらに有望な品目の検討を進めます

の生産とブランド強化のため、集出荷施設及び生産者のＧＡＰへの取り組

子牛の供給により高齢農家や新規飼育者を支援し、子牛出荷頭数の

御嶽山噴火に伴う降灰の影響を土壌分析等により把握し、高品質はくさい生産を進めます。 

目標年実績 

７品目   

65％ 

カメムシ類の実態調査や農薬試験実証ほを設置し、効果的な防除方法の確立

 

【御嶽山噴火に伴う降灰洗浄

開田高原における現地検討会

フェロモントラップ等の設置による害虫発生消長の把握及び圃場

で行いまし

を図りまし

はくさいの品質向上と需要に見合った適正生産を推進するとともに、経営を継続できる体制を検討します。 
ます。 
への取り組

出荷頭数の

 
H29 

目標年 

  ８品目 

90％ 

確立に取り

【御嶽山噴火に伴う降灰洗浄】 

開田高原における現地検討会】 
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� 農地集積及び作業委託面積の増加並びに品質確保に対応するた

検討

� 防除体系の見直しによるカメムシ防除の徹底を図

実施時期の見直し）

他産業との

都市農村交流人口

木曽牛取扱店舗数

＜施策の

○ 生産者組織

� 栽培技術の向上を図るため、直売所出荷者を対象にした栽培講習会を
� 直売所出荷者を対象にしたエコファーマーの取得を推進し、

り
○ 食品

� 木曽産そばの
議会
や新そば祭りのＰＲなど

� 夏季の観光客需要に対応するため、
栽培技術の向上を図

○ 新たな
� 生産者

本年度から

○ 観光

� 木曽牛ブランドの強化を図るため、
人）を実施

○ 農産物直売

� ６次産業化の推進を図るため研修会・相談会を行うとともに、総合化事業計画作成を支援し
の認定者を育成

○ 交流施設

� 県営中山間総合整備事業によ

＜今後の

� 木曽のそば推進協議会が主体になり、木曽産そばのブランド力を向上します。
� すんき用かぶ菜の
� すんきのブランド力向上を図るため、関係機関・団体と連携し推進します
� ６次産業化に

に、総合化事業計画作成を支援

野生鳥獣

中山間地域農業直接支払事業

る農地等

多面的機能支払事業

の保全活動面積

重点戦略４

重点戦略５

農地集積及び作業委託面積の増加並びに品質確保に対応するた

検討します。（上松町、木曽町）

防除体系の見直しによるカメムシ防除の徹底を図

実施時期の見直し）

目標指標

との連携による

都市農村交流人口 

木曽牛取扱店舗数 

の取組状況＞

生産者組織の育成

栽培技術の向上を図るため、直売所出荷者を対象にした栽培講習会を
直売所出荷者を対象にしたエコファーマーの取得を推進し、
りました。 

食品・観光産業と
木曽産そばの地元での活用を推進するため
議会」を５月に設立し、高品質のそば作りに向けた研修会の開催
や新そば祭りのＰＲなど
夏季の観光客需要に対応するため、
栽培技術の向上を図
たな加工品・体験
生産者と漬物業者
本年度から道の駅等で本格販売

観光と連携した木曽牛

木曽牛ブランドの強化を図るため、
人）を実施するとともに

農産物直売・農産加工施設

６次産業化の推進を図るため研修会・相談会を行うとともに、総合化事業計画作成を支援し
の認定者を育成

交流施設、活性化施設

県営中山間総合整備事業によ

の展開方向＞

木曽のそば推進協議会が主体になり、木曽産そばのブランド力を向上します。
すんき用かぶ菜の
すんきのブランド力向上を図るため、関係機関・団体と連携し推進します
６次産業化に取り組む事業者のそれぞれの課題解決に向けたサポート活動（対象：
に、総合化事業計画作成を支援

目標指標

野生鳥獣による農作物被害額

中山間地域農業直接支払事業

農地等の保全活動面積

多面的機能支払事業

保全活動面積 

重点戦略４：中山間地域の特性を活かした元気な農村づくり

重点戦略５：住民参加による協働の農村づくり

農地集積及び作業委託面積の増加並びに品質確保に対応するた

（上松町、木曽町）

防除体系の見直しによるカメムシ防除の徹底を図

実施時期の見直し） 

目標指標 

による農産物のブランド

 

 

＞ 

育成による木曽

栽培技術の向上を図るため、直売所出荷者を対象にした栽培講習会を
直売所出荷者を対象にしたエコファーマーの取得を推進し、

と連携したそば
地元での活用を推進するため

を５月に設立し、高品質のそば作りに向けた研修会の開催
や新そば祭りのＰＲなど地元産利用の拡大を図
夏季の観光客需要に対応するため、
栽培技術の向上を図りました。

体験メニューの
漬物業者が連携し、
道の駅等で本格販売

木曽牛ブランドの

木曽牛ブランドの強化を図るため、
するとともに、中京方面へ木曽牛

農産加工施設の

６次産業化の推進を図るため研修会・相談会を行うとともに、総合化事業計画作成を支援し
認定者を育成しました。 

活性化施設の整備

県営中山間総合整備事業によ

＞ 

木曽のそば推進協議会が主体になり、木曽産そばのブランド力を向上します。
すんき用かぶ菜の需要量増大
すんきのブランド力向上を図るため、関係機関・団体と連携し推進します

取り組む事業者のそれぞれの課題解決に向けたサポート活動（対象：
に、総合化事業計画作成を支援

目標指標 

農作物被害額 

中山間地域農業直接支払事業

保全活動面積 

多面的機能支払事業による農地等

中山間地域の特性を活かした元気な農村づくり

住民参加による協働の農村づくり

農地集積及び作業委託面積の増加並びに品質確保に対応するた

（上松町、木曽町） 

防除体系の見直しによるカメムシ防除の徹底を図

のブランド化 

木曽ならではの食材

栽培技術の向上を図るため、直売所出荷者を対象にした栽培講習会を
直売所出荷者を対象にしたエコファーマーの取得を推進し、

したそば等農産物のブランド
地元での活用を推進するため

を５月に設立し、高品質のそば作りに向けた研修会の開催
地元産利用の拡大を図

夏季の観光客需要に対応するため、木祖村へ導入された
た。 

メニューの提案や販路
、夏季に「木曽菜」

道の駅等で本格販売を開始しました

ブランドの強化 

木曽牛ブランドの強化を図るため、取扱店と協働して
、中京方面へ木曽牛

の経営改善と人材

６次産業化の推進を図るため研修会・相談会を行うとともに、総合化事業計画作成を支援し
 

整備 

県営中山間総合整備事業により、上松町の

木曽のそば推進協議会が主体になり、木曽産そばのブランド力を向上します。
量増大に対応するため、郡内リレー栽培を確立します。

すんきのブランド力向上を図るため、関係機関・団体と連携し推進します
取り組む事業者のそれぞれの課題解決に向けたサポート活動（対象：

に、総合化事業計画作成を支援します。 

H22
基準年

 29,108

中山間地域農業直接支払事業によ

農地等
  158ha

中山間地域の特性を活かした元気な農村づくり

住民参加による協働の農村づくり

農地集積及び作業委託面積の増加並びに品質確保に対応するた

防除体系の見直しによるカメムシ防除の徹底を図ります

H22 
基準年 

１品目

24,937人 

13店舗

食材の安定生産

栽培技術の向上を図るため、直売所出荷者を対象にした栽培講習会を
直売所出荷者を対象にしたエコファーマーの取得を推進し、

のブランド化
地元での活用を推進するため、「木曽のそば推進協

を５月に設立し、高品質のそば作りに向けた研修会の開催
地元産利用の拡大を図りました。

木祖村へ導入された

販路の開拓 
夏季に「木曽菜」の浅漬け

を開始しました。 

取扱店と協働して木曽牛キャンペーン（スタンプラリー
、中京方面へ木曽牛のＰＲを強化

人材の育成 

６次産業化の推進を図るため研修会・相談会を行うとともに、総合化事業計画作成を支援し

り、上松町の活性化施設を

木曽のそば推進協議会が主体になり、木曽産そばのブランド力を向上します。
に対応するため、郡内リレー栽培を確立します。

すんきのブランド力向上を図るため、関係機関・団体と連携し推進します
取り組む事業者のそれぞれの課題解決に向けたサポート活動（対象：

 

H22 
基準年 

29,108千円 

510ha    

158ha      

中山間地域の特性を活かした元気な農村づくり

住民参加による協働の農村づくり 

農地集積及び作業委託面積の増加並びに品質確保に対応するため、乾燥調製施設

ります。（薬剤の見直し、ラジコンヘリ防除の使用薬剤・

 計画 

品目 ２品目

 26,100人

店舗 23店舗

安定生産 

栽培技術の向上を図るため、直売所出荷者を対象にした栽培講習会を
直売所出荷者を対象にしたエコファーマーの取得を推進し、１組織の

化の推進 
木曽のそば推進協

を５月に設立し、高品質のそば作りに向けた研修会の開催
た。 

へ導入された夏そばの

浅漬けを製造し

木曽牛キャンペーン（スタンプラリー
ＰＲを強化しました。

６次産業化の推進を図るため研修会・相談会を行うとともに、総合化事業計画作成を支援し

を整備しました

木曽のそば推進協議会が主体になり、木曽産そばのブランド力を向上します。
に対応するため、郡内リレー栽培を確立します。

すんきのブランド力向上を図るため、関係機関・団体と連携し推進します
取り組む事業者のそれぞれの課題解決に向けたサポート活動（対象：

計画 

23,500千円 

   470ha 

     144ha 

中山間地域の特性を活かした元気な農村づくり

 

乾燥調製施設の

。（薬剤の見直し、ラジコンヘリ防除の使用薬剤・

H26 
 実績

品目 ２

人 20,923

店舗 24

栽培技術の向上を図るため、直売所出荷者を対象にした栽培講習会を15回開催しました
組織の12名が新たにエコファーマーにな

木曽牛キャンペーン（スタンプラリー
。 

６次産業化の推進を図るため研修会・相談会を行うとともに、総合化事業計画作成を支援し

ました。 

木曽のそば推進協議会が主体になり、木曽産そばのブランド力を向上します。 
に対応するため、郡内リレー栽培を確立します。 

すんきのブランド力向上を図るため、関係機関・団体と連携し推進します。 
取り組む事業者のそれぞれの課題解決に向けたサポート活動（対象：

H26 
実績

 18,713千円

 452

 341

中山間地域の特性を活かした元気な農村づくり 

【

の機能強化や再編

。（薬剤の見直し、ラジコンヘリ防除の使用薬剤・

目標年実績 

２品目 

20,923人  30,000

24店舗 

しました。 
名が新たにエコファーマーにな

木曽牛キャンペーン（スタンプラリー 応募者

６次産業化の推進を図るため研修会・相談会を行うとともに、総合化事業計画作成を支援し新たに

取り組む事業者のそれぞれの課題解決に向けたサポート活動（対象：３業者）を行うととも

目標年実績 

千円 22,000

452ha 

341ha 

【銘板の贈呈式

能強化や再編整備を

。（薬剤の見直し、ラジコンヘリ防除の使用薬剤・

 
H29 

目標年 

３品目 

30,000人 

25店舗 

名が新たにエコファーマーにな

応募者1,016

新たに２法人

業者）を行うととも

 
H29 

目標年 

22,000千円 

470ha 

230ha 

銘板の贈呈式 】 
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＜施策の

○ 野生鳥獣被害対策

� 野生鳥獣被害対策研修会、実証展示ほ（
電気柵機能点検指導（
しました

○ 耕作放棄地解消

� 牛の放牧による耕作放棄地の解消
� そばの栽培技術向上を図るとともに、

確立を支援
○ 農地

（旧：
� 中山間地域農業直接支払事業の集落協定に基づき、農業・農村の多面的機能を維持・増進するため共同取

組活動を支援
� 農地・水保全管理支払事業の取組面積拡大のため、
� 農村コミュニティの維持・強化を図るため、

取り組む農業生産や

＜今後の

� 集落ぐるみによる
� 県営中山間総合整備事業により、
� 中山間地域農業直接支払事業

推進し、地域活動を強化
� 農地・水保全管理支払事業

廃農地の減少につなげて
� 農村コミュニティの維持を図るため、モデル

農業水利施設

箇所数

ため池

＜施策の

○ 農業水利施設

� 木曽町の小水力発電施設整備を支援しました。
� 王滝村の

○ ため

� 木曽町

○ 水路等

� 緊急に行う必要がある土砂崩壊危険か

＜今後の

� 県営中山間総合整備事業により、

� 木祖村

� 木曽町と木祖村

� 県営

� 県営中山間総合整備事業

重点戦略６

の取組状況＞

野生鳥獣被害対策

野生鳥獣被害対策研修会、実証展示ほ（
電気柵機能点検指導（
しました。 

耕作放棄地解消に

牛の放牧による耕作放棄地の解消
そばの栽培技術向上を図るとともに、
確立を支援しました

農地や水路等の保全活動
：農地・水保全管理支払事業
中山間地域農業直接支払事業の集落協定に基づき、農業・農村の多面的機能を維持・増進するため共同取
組活動を支援しました
農地・水保全管理支払事業の取組面積拡大のため、
農村コミュニティの維持・強化を図るため、
取り組む農業生産や

の展開方向＞

集落ぐるみによる
県営中山間総合整備事業により、
中山間地域農業直接支払事業
推進し、地域活動を強化
農地・水保全管理支払事業
廃農地の減少につなげて
農村コミュニティの維持を図るため、モデル

目標指標

農業水利施設を活用

箇所数（容量） 

池ハザードマップの

の取組状況＞

農業水利施設を活用

木曽町の小水力発電施設整備を支援しました。
王滝村の小水力発電施設の

ため池の維持管理体制強化

木曽町による農業用

水路等の災害未然防止工事

緊急に行う必要がある土砂崩壊危険か

の展開方向＞

県営中山間総合整備事業により、

木祖村による農業用

木曽町と木祖村

県営農村地域減災防災等

県営中山間総合整備事業

重点戦略６：農村資源の活用と災害に強い農村づくり

＞ 

野生鳥獣被害対策チームによる

野生鳥獣被害対策研修会、実証展示ほ（
電気柵機能点検指導（19地区

に係る生産・

牛の放牧による耕作放棄地の解消
そばの栽培技術向上を図るとともに、

しました。 
保全活動を行

水保全管理支払事業
中山間地域農業直接支払事業の集落協定に基づき、農業・農村の多面的機能を維持・増進するため共同取

しました。 
農地・水保全管理支払事業の取組面積拡大のため、
農村コミュニティの維持・強化を図るため、
取り組む農業生産や、都市住民との交流による

＞ 

集落ぐるみによる野生鳥獣被害対策を
県営中山間総合整備事業により、
中山間地域農業直接支払事業
推進し、地域活動を強化します
農地・水保全管理支払事業を
廃農地の減少につなげていきます
農村コミュニティの維持を図るため、モデル

目標指標 

活用した小水力発電

ハザードマップの作成町村数

＞ 

活用した小水力発電

木曽町の小水力発電施設整備を支援しました。
小水力発電施設の導入

維持管理体制強化と

農業用ため池ハザードマップ作成

災害未然防止工事の

緊急に行う必要がある土砂崩壊危険か

＞ 

県営中山間総合整備事業により、

農業用ため池ハザードマップ作成を支援します。

木曽町と木祖村による農業用

農村地域減災防災等により、

県営中山間総合整備事業により、

農村資源の活用と災害に強い農村づくり

チームによる集落の主体的

野生鳥獣被害対策研修会、実証展示ほ（１
地区）により、集落ぐるみでの活動を支援

・販売への支援

牛の放牧による耕作放棄地の解消を３か所で支援
そばの栽培技術向上を図るとともに、地元そば店での利用等

行う組織への支援
水保全管理支払事業）） 

中山間地域農業直接支払事業の集落協定に基づき、農業・農村の多面的機能を維持・増進するため共同取

農地・水保全管理支払事業の取組面積拡大のため、
農村コミュニティの維持・強化を図るため、

都市住民との交流による

野生鳥獣被害対策を維持・強化するため
県営中山間総合整備事業により、上松町の
中山間地域農業直接支払事業において、集落協定に基づく共同取組活動の推進と農地維持支払との連携を

します。 
を周知し、取り組み面積の拡大により農地が維持できる体制づくりを進め

いきます。 
農村コミュニティの維持を図るため、モデル

小水力発電の 

作成町村数 

小水力発電の推進

木曽町の小水力発電施設整備を支援しました。
導入検討を支援

と安全対策の推進

ハザードマップ作成

の実施 

緊急に行う必要がある土砂崩壊危険か所の対策工事

県営中山間総合整備事業により、上松町の

ため池ハザードマップ作成を支援します。

農業用ため池耐震対策を支援します。

により、土砂崩壊危険個所の水路

により、上松町と木祖村の

農村資源の活用と災害に強い農村づくり

主体的な活動への

１か所 サル）の設置及び
）により、集落ぐるみでの活動を支援

支援 

所で支援しました
地元そば店での利用等

支援（中山間地域農業直接支払事業

中山間地域農業直接支払事業の集落協定に基づき、農業・農村の多面的機能を維持・増進するため共同取

農地・水保全管理支払事業の取組面積拡大のため、管内
農村コミュニティの維持・強化を図るため、南木曽町で

都市住民との交流による農村コミュニティビジネスを支援

維持・強化するため
上松町の野生鳥獣による農作物

、集落協定に基づく共同取組活動の推進と農地維持支払との連携を

周知し、取り組み面積の拡大により農地が維持できる体制づくりを進め

農村コミュニティの維持を図るため、モデル的な活動事例を紹介し、各町村へ取組みを拡大

H22 
基準年 

０箇所

(０kw)

０町村

推進 

木曽町の小水力発電施設整備を支援しました。 
支援しました。 

推進 

ハザードマップ作成を支援しました

所の対策工事を実施

上松町の小水力発電施設

ため池ハザードマップ作成を支援します。

ため池耐震対策を支援します。

土砂崩壊危険個所の水路

上松町と木祖村の防災無線整備を実施

農村資源の活用と災害に強い農村づくり

への支援 

サル）の設置及び
）により、集落ぐるみでの活動を支援

しました。 
地元そば店での利用等販路の

中山間地域農業直接支払事業

中山間地域農業直接支払事業の集落協定に基づき、農業・農村の多面的機能を維持・増進するため共同取

管内において移動キャ
南木曽町でモデル集落を選定し

農村コミュニティビジネスを支援

維持・強化するため、活動内容の点検と助言
による農作物被害対策を実施します。

、集落協定に基づく共同取組活動の推進と農地維持支払との連携を

周知し、取り組み面積の拡大により農地が維持できる体制づくりを進め

事例を紹介し、各町村へ取組みを拡大

 計画 

箇所 

kw) 

０箇所

(０

町村 0町村

 

しました。 

実施しました。

小水力発電施設整備を実施

ため池ハザードマップ作成を支援します。 

ため池耐震対策を支援します。 

土砂崩壊危険個所の水路整備を実施

防災無線整備を実施

農村資源の活用と災害に強い農村づくり 

中山間地域農業直接支払事業、

中山間地域農業直接支払事業の集落協定に基づき、農業・農村の多面的機能を維持・増進するため共同取

移動キャラバンを
モデル集落を選定し、住民自らが主体性を持って

農村コミュニティビジネスを支援しました

活動内容の点検と助言
被害対策を実施します。

、集落協定に基づく共同取組活動の推進と農地維持支払との連携を

周知し、取り組み面積の拡大により農地が維持できる体制づくりを進め

事例を紹介し、各町村へ取組みを拡大

H26 
 実績

箇所 

kw) (0.4

町村 １

。 

実施します。 

を実施します。 

防災無線整備を実施します。 

【木曽町の小水力発電施設

【耕作放棄地への繁殖和牛放牧

、多面的機能支払事業

中山間地域農業直接支払事業の集落協定に基づき、農業・農村の多面的機能を維持・増進するため共同取

バンを実施しました
住民自らが主体性を持って

しました。 

活動内容の点検と助言を行います。
被害対策を実施します。 

、集落協定に基づく共同取組活動の推進と農地維持支払との連携を

周知し、取り組み面積の拡大により農地が維持できる体制づくりを進め

事例を紹介し、各町村へ取組みを拡大します

目標年実績 

1箇所 

0.4kw) 

１町村 

 

木曽町の小水力発電施設

耕作放棄地への繁殖和牛放牧

多面的機能支払事業

中山間地域農業直接支払事業の集落協定に基づき、農業・農村の多面的機能を維持・増進するため共同取

しました。 
住民自らが主体性を持って

。 

、集落協定に基づく共同取組活動の推進と農地維持支払との連携を

周知し、取り組み面積の拡大により農地が維持できる体制づくりを進め、荒

します。 

 
H29 

目標年 

３箇所 

(100kw) 

２町村 

木曽町の小水力発電施設】 

耕作放棄地への繁殖和牛放牧】 
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